
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
クララ通信 

20１７年 ５月号おおきくなぁれ 

  岐阜市芥見大般若１丁目８４番地 河村病院  病児保育園クララ 

   ＨＰアドレス http://www.kawamuramedical.or.jp                 Ｎｏ．２０６ 

         先月の製作は、「鯉のぼり作り」でした。素材は自由だったのですが、折り 

         紙名人の子たちは、器用にいくつも鯉のぼりを折り、新聞紙で作ったポール 

         に順番に楽しそうに並べて貼っていました。…A 君(5 歳)は、三匹の鯉のぼ 

         りを作って貼ったのですが、「これはお父さん、これはお母さん、これは僕。 

…あっ！N ちゃん(妹)がいない!!」ということで、急遽もう一つピンクのちっちゃい鯉のぼりを 

折って貼り、4 人家族の鯉のぼりを完成させました。 M 君(7 歳)は、6 匹の鯉のぼりを折った 

のですが、ただ単にたくさん折ったのではなく、この 6 匹には M 君の可愛い願いが込められて 

おり、上から順番にパパ、ママ、大きいお兄ちゃん、小さいお兄ちゃん、僕、そして…6 番目の

鯉のぼりはバブちゃん(赤ちゃん)！とのこと。あれ!?M 君宅に赤ちゃんはいません…つまり“お 

母さんにバブちゃんを産んでほしい“ということなのだそうです(^^;)……本来、男の子の健やか 

な成長を願って揚げる鯉のぼりですが、子どもたちは鯉のぼりを通して、無意識のうちに家族構 

成を意識したり、小さな願いを託したり、大切な人の存在を感じたりしているんですね。…なん

だか出来上がった作品が、よりいとおしく見える保育士でした。 

屋根より高くなくてもいいから、どこのご家族も、みんな仲良く“♪～面白そ 

うに泳いでる～♪”だといいですね。さて、M 君のママは、6 番目の鯉のぼり 

の意味を聞いて、どうなさったでしょうか…Ｍ君の願い叶うかな…？(笑) 

♪②緑のかぜさそわれて～ 

   ひらひらはためく吹き流し～ 

   くるくるまわる風車～ 

   面白そうに泳いでる～♪♪ 

ほのぼの日記 

 

 

 

 ちなみに鯉の

ぼりの歌の歌詞

に２番があるの 

ご存じですか？ 

  

    先月のクララは、水疱瘡、ＲＳウイルス、インフルエンザ、溶連菌、ノロ 

   ウイルス、結膜炎など、様々な種類の感染症のお子さんが来所されたので、

二つの隔離室を、症状に応じてフルに使い分け、消毒や拭き掃除を徹底し、

スタッフは、感染防止対策を常に念頭に置いての保育となりました。また、

一般の風邪のお子さんたちの中には、しつこい症状に悩まされ、何日も保育 

園をお休みしなければならなかった子もおり、どの子も、春先の不安定な気候と環 

境の変化に対応するのはなかなか大変だったようです。さて、５月はどうでしょう 

か…木々の緑が目にまぶしいこの季節、元気いっぱい戸外遊びを 

させてあげたいですね。端午の節句、母の日など、季節の行事に 

も楽しく親しんでほしいものです。そして、むくむく伸びる新芽 

のように、どの子も生き生きおおきくなぁれ！ 

  

 

 

 

   先日東京都で、生後 6 カ月の男の子が、蜂蜜の摂取が原因で死亡するという、大変 

痛ましい出来事がありました。これをうけて厚生労働省などは 1 歳未満時に蜂蜜を与 

えないよう注意を促しています。蜂蜜には強力な毒素を出すボツリヌス菌が混入して 

いることがあり、消化器官が未熟で腸内環境が整っていない赤ちゃんが口にすると、 

乳児ボツリヌス症になる恐れがあります。亡くなられた赤ちゃんの 

御家族は、これらをご存知なく、体によいと思ってあげていたとの 

こと…。母子手帳にも、商品ラベルにも蜂蜜に対する注意事項が 

が記載されていたことを思うと、本当にいたたまれませんね。 

子育て中の皆さん、どうかくれぐれもお気をつけ下さいね。 

赤ちゃんに蜂蜜を与えないで！ 

それに、 

脳の前頭葉 

はね・・・ 

ハイハイの時

期の、『手足で

頭と体を支え

全身を使った

運動刺激によ

って育つ』とい

われているん

だって。だから

ハイハイ、いっ

ぱいさせてね 

 

今話題の、将棋の最年少プロ棋士、藤井聡太君(四段)、14 歳にし

て素晴らしい活躍ですね。先日も、羽生三冠を破る殊勲の白星を挙げ

ました。幼少期におばあさんに買ってもらった積み木遊びで知恵をは

ぐくんでいったそうです。 

ところで、人工知能(AI)についてみなさんはどう思われますか？受

け入れるか否か…チェスや囲碁、将棋の世界では人間と互角の戦いを

するようになっているということですが…。そのうちレストランやカ

フェでも‟本日のあなたに最適なお料理はこのメニューにしました”

というようなことになるかもしれません。医療の面では手術支援ロボ

ット(ダビンチ)がすでに使われています。家事や育児、作業など、様々

な人間の仕事を機会がこなす時代が来るかもしれません。そんな将来

をどう思いますか?人口知能を受け入れずして 

明るい将来はないと思うべきでしょうか？でも、 

機械にはできない、人だけが持っている能力が 

あることも確かです。人工知能と共生、協働を 

考える時代がやってこようとしていますね。 

 

仲岡ナースの独り言 

山田Ｄｒ．から、ちょっと一言・・・ 

 

５月 

14 日は 

母の日です 

ありがとうの 

気持が伝わる 

物をクララで

も作りたいと 

思っています 

近年、次々に新しい育児グッズが開発され、市場に出回っています。し 

かし、乳幼児期の椅子や補助具は、子どもの年齢が低ければ低いほどその子 

どもの成長発達に、良くも悪くも影響します。特にハイハイの時期の子ど 

もが使用する椅子や補助具は、適切に使用してほしいものです。座る為の筋力 

や背骨の発達が未熟な時期に、安易にベビーソファ等に座ら 

せることは無理な姿勢を強いることになり、決して 

良いとはいえません。発達過程をしっかり見守って下さい。 

とは 

 


